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明け方の空は好きだ。 

今日は晴天。いつもは真っ白な空間が朝日がはいるとキラキラとしたオレ

ンジ色になる。カーテンを開けて、窓を開けると、少し澄んだ涼しい空気

が流れ込む。静かな空間。独り占めしてる気分になる。いつからこの時間

に起きるようになったのだろう。いつの間にか習慣になって日常になってし

まった。 

 

洗面台で顔を洗って、歯磨き。それから冷蔵庫へと向かう。 

水を 2杯飲んで、チョコを一欠片食べる。チョコレートに含まれているブド

ウ糖が脳の血量を上昇させて、脳の活動を促進させるのだ。 

今日は何を作ろうかと考え、棚から食パンを、冷蔵庫から玉子、ベーコ

ン、レタス、トマトを取り出す。今日はサンドイッチにしよう。久しぶりの雲１

つない晴天。今日はサンドイッチにオレンジジュースでも添えて、喫茶店の

モーニング風にしよう。よくあるゆで玉子とマヨネーズを合わせた玉子サン



ドは、幼い時は大好きだったのに、いつの間にか嫌いになっていた。好き

嫌いもいつの間にか変わっていく。成長する度に、いろんなものを食べて、

いろんな味を知っていく。私はまだ、味わったことのない味は世の中には

沢山あるのだろう。よくある玉子サンドは食べられないので、厚焼き玉子を

作る。玉子を 2個、ボウル割っていれる。今日は綺麗に割れた。玉子を綺

麗に割れると気分も良い。殻の真ん中でキッチリと割れると料理も上手くい

く気がする。大抵は、角や平面を使って玉子を割ると思うのだが、玉子使

って玉子を割るという方法をテレビで見た料理人がやっていた。その技は

まだ私には出来そうにない。私だったら玉子を 2つともダメにしてしまいそ

うだ。挑戦するにもリスクが高い。牛乳を大さじ 1杯。塩コショウを少々、そ

こにマヨネーズを大さじ 1杯。マヨネーズを入れると、冷めてもふわふわな

卵焼きになるらしい。これは、母に教わった卵焼きの秘訣。今まで生きて

きた中で 1番食べている手料理は、母の手料理だろう。何年も毎日、毎

日。母の作る料理が、私の食全体に影響を与えているのだろう。食以外に

も。コンロの上の卵焼き機にバターを溶かして、ボウルの中身を流し入れ

る。全体の様子を見て、ほどよい半熟になったら半分に折り、全体の焼け

具合を確認して、厚焼き玉子のできあがり。パンにマスタードとマヨネーズ



を混ぜたものを塗り、切ったレタス、トマト、ベーコン、焼いた玉子を挟む。

最後に野菜にドレッシングを少しかけてサンドイッチの完成。 

 

冷蔵庫から、100%オレンジジュースを取り出して、コップに注ぎ、朝食タ

イム。ふわふわの食パンに挟んだできたての厚焼き玉子にみずみずしい

野菜、ベーコンの組み合わせは最高に美味しい。マスタードマヨネーズとド

レッシングが良い味を出している。サンドイッチやハンバーガーのような食

べ物は、食べるのが難しいと思う。食べていく過程で、具材や中のソース

などの調味料がはみ出してしまう。毎回食べ方に戸惑ってしまう。けれどや

はり、ガッツリとかぶりついて食べるのが美味しいのかもしれない。今は、家

に 1人。誰も見ていないのだから、思いっきりガッツリと食べよう。うん、や

はりこの食べ方が美味しい。サンドイッチを 3口程食べた後、オレンジジュ

ースに手を伸ばす。ここは、喫茶店らしく、モーニングコーヒーにするべき

なんだと思うけれど、私にコーヒーは苦すぎる。オレンジジュースがちょうど

良い。私の周りには、もうコーヒーを飲める人も増えてきている。ミルクを入

れたりするならまだしも、コーヒーはブラック 1択なんていう子もいる。よくあ

るゆで玉子とマヨネーズの玉子サンドは、成長と共に嫌いになってしまった

けど、コーヒーは、これから大人に近くにつれて、好きになることが出来る



のだろうか。いつの日か、オレンジジュースなんてもう飲まなくなってしまう

のだろうか。 

 

朝食を食べ終わる頃、外からは騒がしさが訪れる。窓の外からは、車の

音、自転車のベル、散歩する犬の鳴き声、集団登校する小学生の声、

様々な生活音が聴こえてくる。さっきまでのあの静寂は、いつの間にか朝

食のサンドイッチと共に消え去っていた。 


